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【考察および結論】 ド パ ミ ン は 侵襲の 大き い 手

術麻酔に硬膜外麻酔と ともに併用される傾向があ

る が
, 冠動脈ス パ ズ ム の誘発因子となる可能性が

あり, 安易な ドパ ミ ン と硬膜外麻酔の 併用は避 け

る べ き と考 え られた . 今回の 症例 で は硬膜外麻酔

に よる低血圧, 浅麻酔,
ドパ ミ ン の 使用 など誘発

因子 が重 なり合 っ て V T を惹 き起 こされた もの と

考え られた .

4 　 腹 腔 鏡 （ C O 2 気 腹 ） 下 卵 巣 嚢 腫 摘 出 術 中 に

生 じた悪性高熱症の 1 例
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症例は 4 2 歳, 女性, 家族歴 ･ 既往歴 に特記すべ

き事なし . 子宮内膜症性両側卵巣嚢腫 にて腹腔鏡

下両側卵巣嚢腫摘出術が予定 された . チ ア ミ ラ ー

ル
,

ベ ク ロ ニ ウ ム にて導入 ･ 挿管. 特に 問題 な し.

G O S に て維持する も, 気腹開始後, 通常以上 に

F c o 2 が上昇,
ま た頻脈を伴 っ た . 体温 の上昇か

ら悪性高熱症 と診断し, ダ ン ト ロ レ ン投与等の 治

療を開始 した . こ の 時腹崩の れん し ゅ く, 四肢の

筋硬直が 認め られ た . 最高体温 は 3 9 . 0 ℃ で あ っ

た . ダ ン ト ロ レ ン 投与によ っ て体温 ･ F r c o 2 はす

みや かに下降した .

気腹の 影響で体温上昇をも っ て , は じめ て悪性

高熱症 と診断 し得 た . 悪性高熱症診断後の迅速な

治療により救命する こ と が できた .

5 ラ ッ ト脊 髄後 角 に お け る
一
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の作用
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最近の 研究で痛覚伝達の モ デ ュ レ ー シ ョ ン に も

N O が 作用 して い る こ と が 明 ら か に な っ て きた
.

しか しその 詳細な メ カ ニ ズ ム に つ い て は明ら か に

な っ て い ない . そ こ で
,

ホ ー ル セ ル バ ッ チ ク ラ ン

プ法を使 っ た電気生理学的手法をもち い て脊髄第

Ⅱ層に お ける興奮性の シナ プス応答に対する N O

の 作用 に つ い て 検討 した
. 方法 は ラ ッ ト の 後根つ

き脊髄横断ス ライ ス 標本を作成 し
,

ホ ー ル セ ル バ

ッ チ ク ラ ン プ記録を行 っ た . N O の 供与体で ある

ニ ト ロ プル シ ドと S - ニ ト ロ ソーN - ア セ チ ル ペ ニ

シラ ミ ンを濯流投与 した . 自発性の興奮性シ ナ プ

ス 後電流 ( S E P S C) と脊髄後根を電気刺激した と

き の 興奮性 シ ナ プス 後電流 ( e E P S C) を記録 し

た . 結果は s E P S C と e E P S C に は変化なく, 興奮

性の 増大は認 め られなか っ た . 今後, 本研究方法

で の 観察が可能か どうか検討 を要する .
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脊髄後角に おける刺激伝達を空間的に解析する

た め , 雄性成熟 ラ ッ ト の 腰部脊髄切片の 後根また

は根流入部に C 線維興奮を誘起 しうる 単回電気

刺激を与え
, 後角神経細胞に生 じ る膜電位応答蛍

光変化 を記録した . 刺激入 力後 1 .8 - 3 . O m s に ピ

ー ク をもち 1 0 - 2 0 m s 持続する膜 脱分極応答が

Ⅱ層全体に観察さ れた . こ の 応答は
,

r

r n (1 F L M )

存在下で は消失 し
, C N Q X (1 0 / ∠ M ) 存在下 で は

初期の ピ ー ク の みを残 して消失 した こ とか ら
, 主

と して n o n - N M D A 型 グ ル タ ミ ン酸受容体を介

する シ ナ プス 応答に よる興奮伝搬で
, 初期 ピ ー ク

に は シ ナ プス 前応答 も含まれる と考 えられた . ま

た
, 入力後 0 .6 m s まで にⅢ- Ⅳ層に弱い 膜電位興

奮が認められ る こ と もあり, その応答の 速さか ら

A β線維を介する可能性が考え られた .

膜電位画像法により, 後根線推終末の機能的広

がりや興奮伝搬を二次元的に解析で きる と考えら

れる .


